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1. はじめに 

昨今のビッグデータ活用時代においては、個人のデ
ータを蓄積し利活用することの重要性が増してきて
いる。特に、個人が頻繁に利用しデータ取得可能な
業態として店舗の IT化が進む飲食店が挙げられ、顧
客や売上のデータを参考にするようにはなったが、
これらのデータを顧客の分析に活用するまでには至
っていない。今回、分析の対象とする飲食店（寿司）
は生魚を多く扱うため、保存期間が短く在庫管理が
難しく、正確な販売予測が課題とされていた。各商
品の売上データを分析することで、商品ごとの販売
個数を予測することができると考える。 
本研究は、飲食店の POS データを分析し、一日毎
の各商品の販売予測を目的としている。先行研究に
おいて、店舗全体の売上予測に関する分析が多く、
各商品の販売個数を対象とした分析は限定的である。 
 

2. 先行研究 

 実店舗の売上予測に関する研究が多い中、在庫管
理の観点から材料発注量に着目した報告として、星
野・谷崎ら(2018)が挙げられる。当研究では、店舗
運営高度化支援の研究の一環として、機械学習を主
体とした来店客数と発注量の予測を行っており、来
店客数の予測率は 80％と良好な結果であったが、発

注量の予測に関しては、発注量が最も多い３種類の
商品に限定したにも関わらず、予測率は 60％であり
実用レベルではないとの報告を行っている。 
また、辛・瞿ら(2019)は、本研究と同一飲食店のデ
ータを用いて、飲食店での顧客購買データ及び会員
データを分析し、新規客から常連客に進むためには
どのような特徴があるのかを分析した。新規顧客が
再来店する行動を説明する要素を検出するために、 
データとの関連性を明らかにし、機械学習を用いて
来店予測や購買予測など、販売施策の検討を行って
いる。 
 

3. データ 

POS データ及び会員データについては、該当飲食
店の共同研究の了承の元、ソフト・シアター株式会
社から取得した。本研究は、2015 年１月１日～201
８年 12月 31日までの 1,455 日間（4年間）におい
て、該当飲食店 1 店舗の POS データから 1 会計ご
とのオーダーデータを抽出し分析を行った。表 1 は
上記の POSデータであり、表２はそのサンプルを示
したものである。 
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4. 分析方法 

本研究では、POS データから一日毎の各商品の販
売数と単価を抽出し、各商品の販売数を日付毎に集
計したデータをもとに分析する。 
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飲食店において、４年間という長い期間の POS デ
ータを分析する上では、各商品の販売が終了したり、
新商品が登場したりすることを考慮しなければなら
ない。したがって、分析方法には汎化性能が高い
XGBoost を用いて、各商品の販売量の予測を試みる。
XGBoost はアンサンブル学習と決定木を組み合わ
せた手法で非常に高い汎化能力を誇る。予測モデル
を作るために、2015 年１月１日～2017 年 12月 31
日のPOSデータをもとに訓練データを作成し、2018
年１月１日～2018 年 12 月 31 日の各商品の販売量
を日毎に予測した。 
被説明変数を各商品が同日に受けた注文数とし、表
３のような日付別商品の統計データを用いた。内部
のPOSデータと外部のマクロデータ（時系列、曜日、
天候など）から得られるデータをもとに説明変数を
抽出した。以下の表はそれらをまとめたものである。 
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5. 分析結果 

全商品の中から、販売数が多い主要な品目を分析す
るために、販売数上位 23品目（2015 年１月１日～
2017 年 12 月 31 日の３年間で販売数 7000 以上）
を選出し予測値を算出した。図１は予測対象である
2018 年１月１日～2018 年 12 月 31 日の販売実績
値と算出された販売予測値の年間平均を商品ごとに

示したものである。 
実績値と予測値はほぼ同じ傾向を示している。年間
を通して全体を包括すると精度が高い予測モデルの
ように見えるが、RMSE(root mean squared error)
は 5.8 であり、日毎に各商品の実績値と予測値を比
較すると、実績値と予測値の乖離が大きい日もある
ため、予測モデルの改善が必要である。 
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予測モデルの特徴を可視化するために、各説明変数
の重要度を算出した。表５は予測モデルの特徴量の
重要度を示したものである。重要度を見ると、相対
的に「日・月・価格・年」の重要度が高いことが分
かる。XGBoost はアンサンブル学習と決定木を組み
合わせた非常に複雑な手法であるため、モデルの概
要が把握しにくいが、特徴量の重要度を計算するこ
とで、予測結果に影響する重要な要素を把握できた。 
 

O��� JF\�7ZH�

 
 

6. まとめ 

本研究は、飲食店のPOSデータを対象とした分析
を行うことで、機械学習を用いて、商品ごとの販売
量を予測する事を試みた。分析の結果、販売量が多
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い商品に関しては高い精度を得られる一方、販売量
が少ない商品に関しては改善の余地が大きいことを
確認した。今後の課題としては、天候や気温などの
外部要因、及び店側が操作可能な商品販促やメニュ
ー構成などの内部要因を要素として取り込むことな
どが挙げられる。 
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